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1.ギ ブ ソ ン 教 授 の プ ロ フ.d－ ル
現 在 ・U.S。Aの ケー ス ・ウ ェス タ ン ・リザ ー ヴ 大 学 で 教 鞭 を と られ て い る
ギ ブ ソ ン教 授 の 専 門 は 北 方 ル ネ サ ン ス 美 術,と く に15世 紀 後 半 か ら16世 紀 初
期 に 活 躍 した ヒ エ ・ ニ ム ス ・ボ ス と,16世 紀 中 期 の ピー テ ル ・プ リュ_ゲ ル
で あ る 。 ギ ブ ソ ン教 授 の 代 表 的 な 著 書 は 以 下 の4点 と い え よ う。
HieronymusBosch,ThameandHudson,London,NewYork,1973
(Germaneditionl974tDutchedition1974).
B」三uege1,ThamesandHudson,London,OxfordUniversityPress,
NewYorktl977(Dutcheditionl977).
HieronyrnusBosch:AnnotatedBibliographytG.K.Hall,Boston,
1983.
MirroroftheEarth:PrincetonUniversity,NewJersey,1989.
ギ ブ ソ ン教 授 の ボ ス 研 究 の 特 色 は,こ れ ま で こ の 画 家 が ア ダ ム 派 と い う特
殊 な セ ク トに 属 して い た とか,異 端 の 画 家 と い う極 論 に 終 止 符 を 打 つ も ので
あ っ た 。1974年 の 上 掲 書 で,ギ ブ ソ ン 教 授 は 豊 富 な15世 紀 の 記 録,古 文 書,
写 本 挿 絵,木 版 画 な ど を 紹 介 し,15世 紀 末 か ら16世 紀 初 期 に か け て の 宗 教 ,
思 想,民 間伝 承,文 学 と ボ ス の 作 品 との 具 体 的 な 関 連 性 を 立 証 し,世 界 の 研
究 者 か ら 注 目さ れ た 。 他 方,同 教 授 の ブ リュ ー ゲ ル 研 究 は ,こ の 画 家 に 対 す
る 社 会 主 義 的 な 解 釈 を 批 判 し た 好 著 で あ る 。 と く に ブ リュ ー ゲ ル の 時 代 の 世
界 観 入 間 観 を 同 時 代 の 人 文 主 義 者 の 著 述 や,修 辞 家 集 団 の 上 演 した 戯 曲 か
ら分 析 し,高 く評 価 され て い る 。
こ の ほ か,数 多 く の 研 究 奨 励 金 や 補 助 金 が ギ ブ ソ ン教 授 の 研 究 に 与 え られ
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て い る。 ま た1975年,ベ ル リ ンで の ブ リュ ー ゲル ・シ ン ポ ジ ウムで 招待 発
表 を,1985年 の ピ。 ツバ ー グ大学 の ネーデ ル ラ ン ト美 術学 会 で は,基 調 講
演を 行 って い る。1970年 以来,ア メ リカ各 地 の 大学 に 招 待 講演 に 招 か れ,
対外 的に は,ユ トレ ヒ トの 美 術 史研 究 所,ブ リュ ッセ ル の 自由大学,ロ ン ド
ンの コー トル ド美 術史 研 究所 な ど,世 界各 地 の 大学 や 研 究 所か ら招膀 され て
い る。
2.招 請 期 間 と講演
1990年10月15日か ら10月25日10日 間
講 演(英 語)
第1回1990年10月16日 本 学6号 館622教 室16時 ～17時20分
"HieronymusBoschandtheVisionofHellinthelateMiddleAges"
(主と して 文 学 部 の3,4年 生 を 対 象,約150名 出席)
第2回1990年10月24日 本 学 研 究 棟 第4会 議 室17時 ～19時30分
"ArtistandRederijkersintheAgesinBruege1"(本大学 お よび 他
大 学 の教 員 お よび学 生 の 参 加 した セ ミナ ー,31名 出席)
3.講 演 の 内容'
第1回 の 内容 は 別 冊 の 講 演録 で 報 告 した ので,参 照 され た い。 した が っ て
本稿で は,第2回 の 講 演 と セ ミナ ーにっ い て 述 べ よ う。案 内状 で 演 題 を 「ブ
リュー ゲル の時 代 の 芸 術家 た ち と修 辞 家集 団 」 と訳 した よ うに,ギ ブ ソ ン教
授 は そ の 講演 のな か で,数 多 くの ス ライ ドを 投 影 しな が ら,16世紀 中期 の 絵
画 作 品が 同時 代 の 修辞 家集 団Rederijkersの戯 曲の テ ー マや 内容 を いか に反
映 して い るか を説 明 され た 。修 辞 家 集 団 とは ア マチ ュア の詩 人 や 芸 術 家 に よ
って 構 成 され た 演劇 グ ル ー プで,ネ ー デル ラン トの どん な 小 さい 町 で も最 低
ひ とっ の グル ー プが あ った とい われ る 。か れ らは毎 年 の 宗教 行 列 の 企 画 や,
ま た3年1回 の 国内 戯 曲 コ ンク ー ルLandjuwee1(国内の政 情 が 不 安 定 の とき
は20年間 も 中断 され る こ とが あ っ た)に 参 加 し,新 作を 上演 す る の を 主 な 活
動 と した 。 ギ ブ ソ ン教 授 の 講演 の 主 旨は,当 日配布 され た資 料(同 教 授 の発
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表 論 文 ・著書 の リス トお よび 修辞 家 集 団 に関 す る参 考文 献 と と もに)あ るの
で,以 下,掲 載 しよ う。
ArtistsandRederiゴkersintheAgeofBruegel(summary)
Therederijkers,orrhetoricianstwereliterarysocieties
thatflourishedintheNetherlandsduringthelateMidd↓eAges
andRenaissance.Theirinfluenceculminatedduringthesixteenth
century,andthereexistedmanycloserelationshipsbetweenthe
rederijkersandartistswhowerecontemporariesofPieterBruegel.
Organizedinkamers,orchambers,therederijkerswroteand
presenteds。ngs,P・emsanddramas'。nn㎜er。uspublic。ccasi・ns.
Therederijkersalsoheldliterarycompetitions,orlandゴuweelen,
ofwhichthemoStfamouswasthelandゴuweelorganizedbythe
ViolierenchamberatAntwerpinl561.
Ofgreatestinterestisrederijkerdrama,whichconsistedof
kluch亡en(farces),fac亡ies(satiricalcomedies)、andspelenvan
sinne(moralitiesorallegoricalplays).Thef∂ctiesandthe
speエenvansinnewereoftentopicalinnature,co㎜entingonthe
religious.political,andeconomicissuesoftheday.
工tisnotknownifBruegelwasarederijker,butthe
rederijkersnumberedmanyartistsamongtheirmembers.Some
artistswerepoetsthemselves;otherartistscollaboratedwith
thepoetsonmanyrederijkerproゴects,includingtheallegorical
floatsthatappearedintheannualreligiousprocessions.Because
ofthiscloseassociationintherederijkeτchambers,artistsand
poetsnotonlysharedacommonfundofsubゴectmatter,butthey
alsodirectlyinfluencedeachotherintheirchoiceandtreatment
ofallegoricalsubゴects.
セ ミ ナ ー の 参 加 者 の 大 半 は 演 劇,文 学,西 洋 美 術 史 の 専 門 家 で あ っ た の で ・
講 演 後 の デ ィ ス カ.シ.ン は 非 常 に 学 際 的 で あ っ た 。 と く に ネ ー デ ル ラ ン ト
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の 修辞 家 集 団 の歴 史 や 活 動 内容 は,同 時代 の ドイ ツ,フ ラン ス,イ ギ リス に
な い,母 国 語(オ ラ ンダ語)の 保 護 政策 的 な 意 図 もあ り,さ らに16世紀 中期
の宗教 改 革 の影 響 が 戯 曲の テ キス トに反 映 さ れ て い るため,こ の セ ミナ ー に
出席 され た 演劇 や 文 学 関 係 の 研 究 者 の関 心 を ひ き,た くさん の議 論 が 交 わ さ
れ た 。 ま た,こ う した戯 曲の 内 容 が アン トウ ェル ペ ンで 挙 行 され た 年1回 の
マ リア被 昇 天 祭 の 出車 行列 の 寓意 的 テー マや宗 教版 画の 図像 に も影 響 を 及 ぼ
した こ と に関 し,美 術史 の 研 究者 か ら質 問 が 出 され た 。 予定 時間を30分 もオ
ーバ ー した熱 心 な意 見 の交 換 に よ って,大 変,ア カ デ ミ ・ク に充 実 した セ ミ
ナーで あ った とい え よ う。 ギ ブ ソ ン教授,参 加 され た研 究 者,大 学 院 の学 生,
準備 を して くだ さっ た 国 際交 流 セ ンターの 職 員 の 皆 様 に,紙 面 を お借 り して
お礼 を 申 しあ げ た い 。
ギブ ソ ン教 授 はU.S.Aに 帰 国 され てか ら も,セ ミナーで質 問 され た 研 究 者
た ち と文 通 で 交 流 をつ づ け られ,文 献 上の ご協 力も され た と伺 い 、 当 事 者 と
して大 変 うれ し く思 って い る こと を,付 け 加 え たい 。
4.明 治 大 学 以 外 で の 活 動
ギ ブ ソ ン教 授 の 夫 人 サ ラ ・ス コ ッ ト・ギ ブ ソ ン博 士 は,現 在,U.S.Aの
ス ター リン ・ア ン ド ・フ ラ ン シ ン ・ク ラー ク ・ア ー ト ・イ ン ステ ィテ ユ ー ト
美術 館 図書 館 長 を されて お られ る 。 同博 士 は 米 国の ア ー ト・ライ ブ ラ リー界
の オ ピニ オ ン ・リー ダ ー的 な存 在 で あ るた め,そ の 著書 や 論 文は わが 国 で も
広 く知 られ て い る。 今 回,ギ ブ ソ ン教 授 の来 日 に同行 され る とい うの で,日
本 の アー ト ・ ドキ ュ メ ンテー シ.ン 研 究会 は,同 博 士 を 招 き,1991年10月17
日,東 京 ア メ リカ ン ・セ ン タ ー ・ホ ールで 「ア メ リカの ア ー ト・ライ ブ ラ リ
一-21世 紀 に 向か って 」とい う講 演 会 を 開 催 した 。 同博 士 の講 演 は,当 然
なが ら,ア ー ト ・ライ ブ ラ リーを 利 用 す る実 際 の美 術 史 の 専 門家 に よ る 問題
提起 や 発 言 に よ って,よ り具 体 的 な 内容 を 開 陳 す る もの とい え よ う。 講 演 後
の デ ィス カ ッシ ョンで,ギ ブ ソ ン教 授 は 日本 人 の アー ト・ラ イブ ラ リア ンの
聴 衆 に対 し,ア メ リカの 大 学 で の 美 術史 の講 義 や学 生 の 勉 強,ま た美 術 館 の
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学 芸 員,ア ーテ ィス ト,デ ザイ ナー の 仕 事 に,ど の よ うな側 面 か ら,ア ー ト ・
ライ ブ ラ リーが 貢 献 して い るか につ い て 詳細 な 説 明を され,ひ じ ょうに 有意
義で あ っ た 。筆 者は ま た 日本 で の実 情 を 訴 え,ア ー ト ・ラ イブ ラ リア ンに要
望を 述 べ る機 会 を もっ こ とが で き た 。参 加 者 た ち は講 演 や デ ィス カ 。シ 。ン
に よ って,日 米 の 比 較 がで き,ま だ 設 備 だ けで な く,職 制 と して も十 分 に認
知 され て い ない わが 国 の アー ト ・ラ イ ブ ラ リー の 今後 の 課 題 に 大 きな 示 唆 を
与 えた よ うに思 われ る。
ギブ ソ ン教 授 は サ ラ博士 と と も に,東 京麻 布 の都 立 中央 図 書 館や 京 都 国 立
近代 美 術 館 に も招待 され た 。 と くに 図書 館特 別 文 庫 室 で は 江 戸,明 治 時代 の
貴 重 な 古 地 図 や 明 治 の 錦 絵 を 調 査 され た。 ま た 美 術 館 で は そ の年 の 夏,
「ブ リューゲル とネ ーデル ラント風景 画 展」 が 開催 され,ギ ブ ソ ン教 授 は カ タ
・グ に巻 頭 論文 「ピー テ ル ・ブ リュ ー ゲル 〈父 〉 と16世紀 フ ラ ン ドル の世 界
風景 画 」 を 寄 稿 され た ので,学 芸 員 との交 流 が 行 われ た 。 ま た 同美 術 館 は 当
時,「 移 行 す る イ メ ー ジ ー1980年 代 の 映像 表 現 展 」 を 行 って い た ので,会
場 で も企 画 担 当の 学 芸員 と熱 心 な デ ィス カ ・シ ・ンが な され た と伺 って い る。
5.研 修 旅行
わず か10日間の 招 請 期 間 の うち,こ の よ うな 多忙 な 日程 を こな され,さ ら
に5日 間,奈 良,京 都 の 古 寺 や神 社,博 物 館 な どを 美 術 史 家 と して,専 門 的
に見学 され た。 筆 者 はそ の 中の2日 間,ご 夫 妻を 案 内 したが,建 築様 式や 造
形表 現 にお け る西 洋 と東 洋 の美 意 識 の 相 違や,バ ロ ック庭 園 と寺 院 の 石庭 の
イコノ ロ ジーを 比 較 す る な ど,啓 発 的な 意 見 交 換 を す る ことが で きた 。 な に
よ り も,10月22日の 京都 で の 「時代 祭 り」 見 物 は,16世紀 中期 ア ン トウ ェル
ペ ンで の宗 教 行 列(前 述)の 出車 とそ の 寓 意 表 現 との比 較 にお いて,わ た し
たち の デ ィス カ ・シ 。ンの格 別 の テ ー マ とな った 。 そ れ は,上 に報 告 した 第
2回 の セ ミナ ー にお い て も言及 され た。 ギ ブ ソ ン教 授 と筆 者 は 専 門 や 方 法論
も非 常 に近 く,し か も20年来 の 友人 で あ るが,こ の よ うに何 日間に もわ た り,
さま ざ まな テ ー マにっ い て デ ィス カ ッシ 。ンを した り,講 演 の内 容 にっ いて
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質 問 や コ メ ン トを し,当 面 の研 究にっ いて の情 報 交 換 を す るな ど,貴 重 な 体
験 を す る こ とがで きた 。 こ の よ うな恵 まれ た機 会 を 与 え て くだ さ った 明治 大
学 お よび国 際 交 流 セ ン タ ーに深 く感謝 い た した い。
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